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第 29回日本光線力学学会学術講演会 

PhotoDynamic Medicine, PDM 2019 

 

会長 佐藤 俊一（防衛医科大学校 防衛医学研究センター 教授） 

 

 

会員各位 

開 催 挨 拶 

 

 この度，第 29回日本光線力学学会学術講演会を，“PhotoDynamic Medicine, PDM 2019”として，第 15回日本脳

神経外科光線力学学会（会長：京都府立医科大学 脳神経外科学教室 橋本直哉 教授）と合同で開催させていた

だくことになりました。両学会はこれまでも同時開催を行なってまいりましたが，今回は橋本直哉先生と教室の

先生方の多大なご協力により，より一体的，効率的な準備，運営が進められておりますことをご報告させていた

だきます。 

 

 PhotoDynamic Medicine（光線力学医療）は光線力学に基づく診断（PDD）と治療（PDT）の両方を含む概念で，

今回のテーマは，『日本発，光線力学医療の創出』と設定いたしました。もとより我が国における光線力学医療

は輝かしい歴史を有しておりますが，国産の高性能第二世代光感受性薬剤の開発を背景に，医師主導治験を経て

原発性悪性脳腫瘍，遺残再発食道がんに対する PDT が相次いで認可，保険収載されるなど，日本の医療に大き

な福音をもたらしています。 

 一方海外に目を転じますと，米国国立がんセンターの小林久隆博士が開発された Photoimmunotherapy（PIT，

光免疫療法）が注目され，日本を含む各国で臨床試験が実施されています。PIT は光化学反応を用いる点で PDT

と共通性がある一方，低酸素下で効率化するなど根本的な違いがあり興味が尽きません。 

 

 以上をふまえ，本合同学術集会は，光線力学医療に関わる産官学の研究者，医療従事者，技術者等が一堂に会

し，PIT の専門家も招いて広く情報交換，意見交換を行い，光線力学医療のさらなる発展に貢献することを企図

しております。 

 プログラムとして，まず PIT に関しては，その主役である小林久隆先生に特別講演をお願いすることにいたし

ました。またホットなテーマ，「光と免疫」，「幹細胞と PDT」について掘り下げてディスカッションを行うため，

Hot Topicsシンポジウムを企画いたしました。さらに，新規光感受性薬剤とドラッグデリバリーシステム（DDS），

微生物に対する PDT，PDT の安全・標準化・ガイドライン，PDT・PDD の新応用・新技術など，多くの重要テ

ーマについてもシンポジウムを設けました。分野・職種横断的な活発な議論がなされるよう，多くの方々のご参

加を期待しております。 

 

 

令和元年 7月吉日 

 

 

 

第 29回日本光線力学学会学術講演会 PhotoDynamic Medicine, PDM 2019 HP：http://pdm2019.umin.jp/   

http://pdm2019.umin.jp/
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今後の学術大会開催予定 

・LASER WEEK IN KOCHI 

第 30回 日本光線力学学会学術講演会 

大 会 長：臼田 実男 （日本医科大学呼吸器外科 教授） 

会   期：2020年 10月 9日（金）～10日（土） 

会   場：ザ クラウンパレス新阪急高知 （高知市） 

合 同 開催：第 41回日本レーザー医学会総会・第 16 回日本脳神経外科光線力学学会 

  

・第 31回 日本光線力学学会学術講演会 

大 会 長：松井 裕史 （筑波大学臨床医学系消化器内科） 

会   期：2021年 

 
 
 

関連学会開催予定 

・第 40回日本レーザー医学会総会 

会   期：2019年 10月 19日（土）・20日（日） 

会   場：アクトシティ浜松 コングレスセンター 

大 会 長：西脇 由朗 （浜松医療センター消化器外科 科長） 

テ ー マ：日本の未来を拓くレーザー医学 

 

・18th International Photodynamic Association World Congress 

会   期：2021年 Summer 

会   場：Moscow, Russia 

大 会 長：Elena Filonenko, MD 
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Topics 
 

中皮腫の早期診断、局在診断を目指した 5-ALA蛍光診断 

 

大崎 能伸、吉田 遼平、佐々木高明、奥村 俊介、南  幸範、風林 佳大、

平井 理子、石橋  佳、吉田 奈七、岡崎  智、山本 泰司、北田 正博 

旭川医科大学病院呼吸器センター 

 

1. 5-アミノレブリン酸を用いた悪性腫瘍の蛍光診断 

 

5-アミノレブリン酸（5-ALA）は生体に含まれる天然アミノ酸であり、ヘモグロビンの前駆体である。5-ALA

を経口的に摂取して体内に吸収されると、悪性腫瘍に特異的にプロトポルフィリン IX（ppIX）が蓄積する。5-ALA

はヘム合成に向けて代謝され、腫瘍細胞では前駆物質の蓄積とともに、鉄結合酵素の欠損により ppIX が蓄積す

る。正常組織ではヘム合成とともに ppIXは代謝され減少する。ppIXが蓄積した腫瘍組織に励起光を照射すると、

蓄積した部位は強い赤色蛍光を発生する。これを観察することで悪性腫瘍の局在を診断するのが 5-ALA を用い

た悪性腫瘍の蛍光診断である。 

我が国では、脳腫瘍と膀胱腫瘍では、5-ALA を用いた蛍光診断に関する臨床研究が既に行われており、5-ALA

による悪性腫瘍の蛍光診断の有効性と安全性が示されている。この結果によって、脳腫瘍および膀胱腫瘍の局在

診断に承認されている。我々は、胸部悪性腫瘍への 5-ALA による蛍光診断の応用について検討を重ねてきた。 

 

2. 自家蛍光診断と 5-ALAによる蛍光診断 

 

 生体に励起光を照射すると弱い蛍光が発生する。この自家蛍光は、生体を構成する物質から発生し、その物質

によって蛍光の色調が決まる。感度の高い観察装置を用いることで、生体が発する微弱な自家蛍光を観察するこ

とができる。私たちは 20年ほど前から、ファイバースコープを用いて生体の微弱な自家蛍光を観察するための

システムを開発してきた。そのためには、強力な励起光光源と高感度な観察用カメラの開発が必要であった。現

在は、第４世代のシステムを使って研究を進めている（図 1）。 

当初はこのシステムを胸腔鏡に接続して、胸腔内病変の自家蛍光の変化による胸腔内病変の自家蛍光診断を試

みた。しかし、胸膜病変の自家蛍光の変化は微細で、病変の正確な診断には困難が伴ったことから、このシステ

ムによる胸腔内腫瘍性病変の診断に 5-ALA を用いた蛍光診断を併用することにした。したがって、我々のシス

テムでは正常胸膜から発生する緑色の直蛍光を背景にして、病変部に蓄積した ppIX の赤色蛍光が観察される（図

2）。 

 

3. 5-ALAによる蛍光診断の臨床応用に向けて 

 

私たちのグループでは、5-ALA による蛍光診断が肺癌の胸膜浸潤の診断に有用かどうかについて検討を加えた。

最初のパイロット研究では 84人の肺癌患者で蛍光観察システムを使用して胸膜浸潤の診断精度について検討し

た。これらの患者では、胸部 CT、胸部 MRI、PETなどの従来の診断方法で術前に胸膜浸潤が疑われた。平均年

齢は 69 歳、男性は 48人、女性は 36人だった。病理診断は 58 人で腺癌、20 人で扁平上皮癌、4 人で大細胞癌、 
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2人で多形性癌であった。胸腔鏡挿入時に 5-ALA による蛍光診断を適用した場合、病理診断で pl1-pl3患者の 26

例中 25 例で肺癌の胸膜浸潤部位での赤色蛍光が観察された（96.2％、図 3）。しかし、この赤色蛍光は pl0患者

の 58例中 35例でも観察された（60.3%）。胸膜浸潤がなくても胸膜面に赤色蛍光が観察される症例が経験され

るのは、蛍光診断システムの感度が高いことに理由があると思われる。腫瘍が胸膜に近い場合は、胸膜を透して

原発巣の蛍光が観察される可能性があり、画像の分析により対策できると考えている。 

 5-ALA による蛍光診断を応用すると、通常の白色光による胸腔鏡によって発見できない極小の病変を見つける

ことができる可能性がある。肺葉切除前にそのような病変が発見できれば、本来は適応とならない肺葉切除を避

けることができる。私たちは、悪性腫瘍からの胸膜播種病変の診断に 5-ALA による蛍光診断が有用かどうかに

ついて検討した。この検討は、15例の原発性肺癌、6例の転移性肺腫瘍（1例の腎臓癌、2例の結腸癌、2例の乳

癌、1 例の子宮癌）および 2 例の胸膜腫瘍で行った。肺癌の胸膜播種、胸膜への転移性腫瘍、悪性胸膜中皮腫の

ほぼすべての症例で腫瘍性病変部に明瞭な赤色蛍光が観察された（図 4）。これらの症例には、白色光では可視で

きない胸膜播種症例および局在が指摘できない早期の胸膜中皮腫症例が含まれ、5-ALA による蛍光診断によって

胸膜の微小病変や胸膜表層の浸潤性病変の診断精度が向上する可能性が示された。 

 5-ALA を使用しないで蛍光診断システムを用いた自家蛍光観察では、気管支内腔の腫瘍性病変に赤色蛍光が観

察された。さらに、血管や新鮮な出血からも赤色蛍光が観察された。5-ALA による蛍光診断でも腫瘍病変のほか

に、表層の血管からの赤色蛍光が観察される（図 2）。ヘモグロビンは蛍光を発生しないことから、従来は自家蛍

光観察では血液や血管は観察できないとされてきた。私たちの検討では、血液中の亜鉛フォトプロトポルフィリ

ン(Zn-PPP)が赤色蛍光の発生源であり、高感度の観察システムを用いると Zn-PPP からの赤色蛍光が観察される

ことを明らかにした。高感度の観察システムを用いた 5-ALA による蛍光診断では、Zn-PPP が原因となった偽陽

性所見が生じる可能性がある。すなわち、炎症や毛細血管の増生、出血などが 5-ALA による蛍光診断の診断精

度に影響すると思われる。ppIXと Zn-PPP での赤色蛍光の波長が異なることを利用すると、この問題は解決でき

ると考えている。 

 5-ALA と適切な診断システムを用いた蛍光診断は、胸腔内悪性腫瘍病変の正確な診断技術として高い潜在力を

持つと思われる。 

 

 

 

 

図 1. 第４世代の蛍光観察システムの蛍光観察カメラ。フローベル製。 
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図 2. 左；胸壁転移性癌の白色光による観察。右;同じ病変の 5-ALA による蛍光診断。 

胸膜面の血管が赤く描出されている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

図 3. 左；胸膜浸潤のない患者（pl0）における赤色蛍光。右; 胸膜浸潤患者（pl2）における赤色蛍光。 

 
  

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 4. 左；白色光で可視できない胸膜播種の蛍光診断所見。右；白色光で病変が確認できなかった悪性胸膜  

中皮腫の蛍光診断所見。少量の胸水で紹介された。蛍光所見を参考にして胸膜剥皮術が行われた。 
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・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

 

 

受  賞 
   

日本光線力学学会会長の 加藤治文先生 が先ごろ開催された、17th International Photodynamic Association 

World Congress（米国・ボストン）において、IPA Gold Medal Award を受賞されました。過去 30年で 2

名しか受賞されていない名誉ある賞です。 

加藤先生の長年にわたる PDD・PDTの研究への功績を讃え、授与されました。お祝いを申し上げます。 

 
    

 

 

 

 

https://www.scopus.com/sourceid/28747?origin=resultslist
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事務局より  

・2019年度日本光線力学学会総会（幹事会報告）を第 29回学術講演会中、以下の様に開催いたします。 

会員の皆様には、ご出席いただけますようお願い申し上げます。 

日時： 9月 19日（木）13：30－13：45 

会場： ホテルグランドヒル四谷 東館 3階 「珊瑚」 

   

・2019年度の年会費 5,000円を納入されていない会員の方は 2019年 12月 31日までにお振込みいただきた

くお願い申し上げます。 

 

年会費  ：  2019年度  5,000円 

郵便振替 ：  00150-9-371545 日本光線力学学会 

会計年度 ：  4月 1日より翌年 3月 31日迄 

※尚、原則的に 2年間未納の場合は自動的に退会とさせて頂きますので、御了承下さい。 

 

・平成 30年度以前の年会費を納入されていない会員の方は、今年 3月のニュースレターに同封した未納分の

会費払込票で早急にお振込みいただきますよう、お願い申し上げます。 

ご不明の方は、事務局（jpa@tokyo-med.ac.jp）までお問い合わせ下さい。 

 

 

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

 

日本光線力学学会 役員 （2018‐2019年）           *50 音順、敬称略 

名誉会長   故 早田 義博 

会長      加藤 治文 

副会長     中島   進 

名誉幹事   會沢  勝      林   潤一   久住 治男   平野   達      三木 徳彦  

故 竹村   健   故 平嶋登志夫   故 三村征四郎   故 吉田 知之      

幹事      秋元 治朗 荒井 恒憲 粟津 邦男 池田 徳彦 伊関   洋 

  磯本   一 井上 啓史 臼田 実男 浦野 泰照 大崎 智弘 

  大崎 能伸 岡崎 茂俊 岡本 芳晴 小笠原浩二 奥仲 哲弥  

  小澤 俊幸 尾花   明 片岡 洋望 金山 尚裕 川島 徳道  

  小中 千守 小林 正美 斎藤 明義 阪田   功 坂本   優  

  佐藤 俊一 鈴木 猛司 土田 敬明 長崎 幸夫 中津留 誠 

  中村 哲也 七島 篤志 楢原 啓之 平川 和貴 古川 欣也 

      松井 裕史 松村   明 松本 義也 三好 憲雄 武藤   学 

  村垣 善浩 室谷 哲弥 森田 明理 矢野 友規 吉田 孝人 

監事 金子 貞男 西脇 由朗 

会計  奥仲 哲弥 

 

mailto:jpa@tokyo-med.ac.jp
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編集後記 

残暑お見舞い申し上げます。みなさまお元気でご活躍のことと思います。 

さて、来る 9月 19日(木)・20日(金)、東京 ホテルグランドヒル市ヶ谷において、PhotoDynamic Medicine, PDM 

2019が開催されます。本会は、第 29回日本光線力学学会 学術講演会(会長：防衛医科大学校防衛医学研究セン

ター 佐藤俊一先生)が、第 15回日本脳神経外科光線力学学会(会長：京都府立医科大学脳神経外科学教室 橋本直

哉先生)と合同で、「日本発, 光線力学医療の創出」というテーマを掲げて開催されます。米国国立がんセンター

の小林久隆博士が開発された Photoimmunotherapy（PIT：光免疫療法）に関する特別講演をはじめ、「光と免疫」

や「幹細胞と PDT」などに関する企画も予定されており、今から楽しみです。 

今回のJPA News Letterは、Topicsとして、旭川医科大学病院呼吸器センター 大崎 能伸先生に「中皮腫の早期

診断、局在診断を目指した5-ALA蛍光診断」という大変興味深いお話を頂戴しました。ご存知の通り、光感受性

物質5-アミノレブリン酸(5-ALA)は、2013年の脳腫瘍（悪性神経膠腫）に続き、筋層非浸潤性膀胱癌に対する術

中診断薬として2017年に保険適用となりました。このように5-ALAを用いた光線力学技術が注目される中、肺癌

の胸膜播種、胸膜への転移性腫瘍、悪性胸膜中皮腫などの胸腔内悪性腫瘍病変に対するALA-PDDの取り組みを

ご紹介頂きました。これからの臨床導入に向けた展開が大いに期待されます。 

最後になりましたが、6/28-7/4に開催されました 17th International Photodynamic Association World Congress（米

国・ボストン）において、日本光線力学学会会長 加藤治文先生が名誉あるIPA Gold Medal Awardを受賞されま

した。本誌面におきましても、加藤先生の長年にわたる光線力学研究への功績を讃えるとともに、お祝いを申し

上げ、編集後記を締めたいと思います。 

 

 

編集委員長 井上 啓史  

（高知大学医学部 泌尿器科学講座） 
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